[bookmark: 第１号様式]第１号様式（第１０条関係）

京都市小売店等における使い捨てプラスチック発生抑制モデル事業補助金交付申請書
	（宛先）京都市長
	交付申請日　　　　　　
	年　　月　　日

	申請者の所在地又は住所
	申請者の名称及び代表者の職名・氏名

	
	

	
	電話番号
	－　　－

	
	メールアドレス
	



京都市小売店等における使い捨てプラスチック発生抑制モデル事業補助金交付要綱第１０条第１項の規定に基づき、下記のとおり補助金の交付を申請します。

記

１　補助金交付申請額（千円未満切捨て）　　　　金　　　　　，０００円

２　補助対象事業の内容
詳細は、事業計画書兼予算書のとおり
	取組区分
	□　はだか売り
□　量り売り
□　マイ容器を使用した商品販売
□　リユース容器を使用した商品販売
□　包装用ポリ袋の他製品への代替
□　上記取組の社会実装に向けた課題分析又は普及促進に資する取組
□　その他市長が認めるもの

	実施
場所
	店舗名称
	

	
	店舗所在地
	京都市



３　補助対象事業の開始及び完了の予定日
	開始予定日
	年　　月　　日

	完了予定日
	年　　月　　日



４　誓約事項
次の事項について相違ないことを誓約します。
□　申請者が、要綱第４条第２項の各号のいずれにも該当しないこと。
□　申請する補助対象事業が、要綱第５条第２項の各号のいずれにも該当しないこと。
□　この誓約事項及び申請内容に虚偽があることが発覚した場合は、要綱第１７条に基づく交付の決定の取消し等を受けることに異議を申し立てないこと。
□　補助対象事業が、補助金交付申請時に既に実施している取組の単なる維持又は更新ではないこと。
□　補助対象事業によるプラスチック削減量及びそれに伴う温室効果削減効果等の検証を行うこと（取組の社会実装に向けた課題分析又は普及促進に資する取組を除く）。ただし、申請者による実施が困難な場合は、本市による技術的支援を受けて実施することとし、効果検証に必要となるデータの提供その他の検証作業に全面的に協力すること。
□　補助対象事業の実施方法やノウハウ、課題及び成果について、広く公表することに同意し、本市が作成する公表用レポートの作成作業に全面的に協力すること。
